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比
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關
係
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鉄
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河

上

肇
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瀦
難

哩

私
は
近
頃
縞
田
博
士
の

マ
ル
ク
ス
批
評
を
批
評
す
る
π
め
に
、
各
種
生
産
業
の
比
例
的
關
係

に
關
す
る

マ
ル
ク

ス
の
意
見

に
鯛
れ
る
機
會
を
も

つ
た
が
、
元
來

マ
ル
ク
ス
は
、
膏
に
各
種
の
生
産
業
相
互
の
間
に
於
破
る
比
例
的

關
係

に
着
ほ
し
た
の
み
な
ら
す
、

「
個
の
生
産
業
に
使
用
せ
ら

る
》
者
種
の
生
産
手
段
相
互
の
間
に
於
け
る
比
例

的
關
係
、
並
び
に

】
個

の
生
産
業
に
便
用
せ
ら
る
』
ご
こ
ろ
の
品
質
を
異
に
せ
る
各
種

の
勢
働
相
互
の
間
に
於
け

論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
十
四
巻

(第
五
號

「
}

七
五
五
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論

叢

マ
婁

あ

比
働
的
關
係
の
鐡
剛

節
+
四
巻

(第
義

二
)

薯

垂

ハ

る
比
例
的
關
係

に
も
、

同
様

の
着
眼

を
し
て

ゐ
π
も

の
で
あ

る
。
私

の
.、
切
論
交

の
目

的
は
、
先

づ
其

筈

の
事
を

指
摘

し
、
次

い
で
此

の
如

く
色

々
の
場
合

に
適
用

さ
れ

て
る

る
比
例
的
関
係

の
法
則

に

つ
き
、
綜
合

的

、
統

一
的

の
見

解
を

グ
ラ

ス
プ
せ
ん

ε
す

る
に
め
る
。

各
種
労
働
の
比
例
的
關
係

『資
本
論
』
第

一
巻
第
四
篇
第
十

二
章
第
三
節

は

『
手
工
的
工
場
工
業
の
二
個
の
根
本
形
態
一

混
成
的
の
手
工
的

工
場
工
業
及
び
有
機
的
の
手
工
的
工
場
工
業
」

ε
題
し
て
あ
る
が
、
藪
に

マ
ル
ク
ス
が
混
成
的

の
手
工
的
工
場
工

業

〔滞
需
δ
⑳
。
口o
冨
四
目
か
寄
口
『
)
こ
い
ふ
の
は
、
そ
の
製
品
が
『
濁
立
せ
.る
部
分
生
産
物
の
輩
な

る
機
械
的
結
合
に

よ
っ
て
形
成

せ
ら
る
る
』
場
合
を
指
す

の
で
あ

っ
て
、
彼
は
斯
か
る
製
品
の
實
例
ε
し
て
時
計
を
擧
げ
て
み
る
。

時
計
の
製
造
に
従
事
す
る
部
分
労
働
者
(
全
艦
の
仕
事
の

一
部
分
を

分
業

に
よ
り
分
澹
し
て
み
る
勢
働
者
)
は

「
獲

條
製
造
工
、
文
字
版
製
造
工
、
蹟
獲
條
製
造
工
、
穴
石
製
造
工
、爪
石
製
逡
工
、
指
針
製
造

工
、
側
製
造
工
、
螺
旋

製
造
工
、
鍍
鉦
工
』
そ
の
他
幾
多
の
小
別
に
分
れ
て
み
て
、
此
等
の
部
分
勢
働
者
は
互
に
濁
立
し
て
別
々
、の
原
料

に

加
工
し
て
み
る
・
從
て
時
計
を
構
成
す
る
に
到
る

べ
き
原
料
は
、
『
そ
の
僅

か
な
る
部
分
の
み
が
異
な

っ
た
人
々

の
手
を
脛
過
す

る
に
止
ま
る
。」
即
ち
其
の
殆
ざ
全
部
が

「
獅
立
せ
る
部
分
生
産
物
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
最
後

に

ハ

『
要

る
機
械
的
結
合
に
よ
っ
て
』
時
計
に
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に

マ
ル
・
ス
が
有
機
的
の
手
工
的
工
場
工

2)DasKapital、Bd」,S,3⊂6仔.(日 本 繹 、 第 一 巻 第 二 冊 ・62頁 以 下)

,



業

(。
お
碧
凶。。。訂

フ
費
毒
密
謀
二
こ

芒
謂

ふ
の
は
、

そ

の
製
品

が
、
「
互

に
依
存

し
て

み
る
諸

-
の
行

程
及

び
手

工
の

一
系

列

の
お
陰

で
其

の
完
成

上
た
形
を

ご
る
」
場
合

を
指

す

の
で
あ

っ
て
、

こ
め

場
合

に
は
、
例

へ
ば

『
縫
針
製

造

業

に
於

て
針
金

が
七
十

二
種
、甚

し
き
は
九
十

二
種

の
特
殊

な
る
部

分
勢
働
者

の
手
を

通
り
抜
け

る
』
ξ

い
ふ
や

う

に
、
同
じ
原
料

が

飢
器

N=
鎚
日
ヨ
。尋

ぎ
げq
9
α
o
図
暮
三
阜
身
αq
q。暮

露
o
登
.
o陣器

声
風
ゴ
窪
壁
σq
o
<
o
昌
ω
け堅

目
嘆
0
8
甲

む

㎝①コ

を

匹
口
『6巨
岩
麟
目
す

る
の

で
め
る
o

マ
ル
ク
ス
は
手

工
的
工
場

工
業

を
以

上
の
如

き
二

つ
の
根
本
形
態

に
分
ち
た

る
後

、
彼

れ
の
謂

ふ
所

の
有
機

的

な

る
手

工
的

工
場

工
業

し
つ
い
て
、
次

の
如

き
立
吉

を
し
て

み
る
。
私

の
こ
の
論
文

に
關

係
を
も

つ
の
は
、
以

下

引

用
す

る
所

の
彼
れ

の
言

説
で
あ

る
。

『
各

々

の
部

分
勢
働
者

の
部
分
盤
産
物

は
、
同
時

に
只
、
同

じ
完
成

品

の

　
の
特
殊
な

る
襲
展
階
段

た
る

に
過

ぎ

幽
の
で
あ

る
か
ら
.

一
の
勢
働
者

は
幡

の
勢
働

者

に
饗

し
、
或

は

一
の
勢

働
者

の
群

は
他

の
群

に
射

し
、

之

が
原
料

だ

る

べ
き
も

の
を
提
供
す

る
。

一
の
者

の

弊
働

の
結
果

は
、他

の
者

の
勢
働

に
謝
す

る
始
黙

ε
な

る
。
だ

へ

か
ら
此
の
場
合
、
一
方
の
勢
働
者
は
直
接

に
他
方
の
勢
働
者
に
仕
事
を
授
け
る
鐸
で
あ

る
。
今
、
各
々
の
部
分
行

程
に
於
て
所
期
の
敷
果
を
漣
成
す
る
だ
め
に
、
こ
れ
だ
け
の
勢
働
聴
聞

(
補
註
、
勢
働
の
分
量

ε
言

っ
て
も
同
じ

ヘ

ヤ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

も

.

こ
ε
だ
)
が
必
要

`
せ
ら

る

Σ
か

ξ
云
ふ
こ

ε
は
、
経

験
上

か
ら

定

め
ら

れ

る
、

さ
う

し
て
手

工
的

工
場

工
業

も

も

も

も

ほ

り

へ

も

も

ゆ

も

ぬ

　

リ

ル

し

も

ぢ

も

ち

も

ヵ

も

　

モ

セ

あ

も

や

も

う

も

も

モ

も

へ

も

も

コ

へ

の
至

機
構

は
、

一
定

の
勢
動
特
間

内

に

一
定

の
結

果
が
得
ら

れ
る
窪

い
ふ
前

提

の
上

に
立

っ
て
み
る
。
斯

か
る

盤

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
†
四
巻

(第
五
號
一

三
)

七
五
七
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マ
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ク
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比
例
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關
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の
餓
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第

†
四
悪

(第
五
號

四

)

七
五
入

、

、

、

b

、

、

、

、

、

穐

㌃

、

、

㌔

、

、

脳

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

5

、

、

、

、

、

、

前
提

の
下

に
於

て
の
み
、
互

に
補
充

し
合

ふ

べ
き
種

々
な

る
労
働
行
程
は

、
中
蜥

さ
れ

る
こ
ε
な
く
、
室
間

的

へ

せ

も

ち

も

も

へ

い

や

ヤ

も

も

し

ゅ

マ

ヘ

や

あ

ヤ

ヘ

セ

へ

に
並
び
合
ひ
、
時
を
同
じ
う
し
て
進
行
す

る
こ
ご
が
出
家
る
。
勢
働
の
一

挺
て
文
勢
働
者
の
1

相
互
の
問

に
存
す
る
此
の
如

き
直
接
の
依
存
は
、
各
個
人
(
補
註
、
分
業
に
よ
り
聯
絡

さ
れ
居
る
個
々
の
勢
働
者
を
指
す

)

を
強
制
し
て
、
彼
れ
の
機
能

に
勤
し
只
必
要

ご
せ
ら

る
》
だ
け
の
時
間
を
使
用
せ
し
め
、
か
く
て
濁
立
の
手
工

業
は
勿
論
、
輩
純
協
力
の
行
は
る
」
場
合
に
比

べ
て
さ

へ
も
、
全
く
違

っ
た
ご
こ
ろ
の
連
続
性
、
劃

一
性
、
規

律
性
、
秩
序
、
殊
に
勢
働
能
率
を
生
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
商
品
の
上
に
費
さ
る
Σ
勢
働
時
間
が
、
そ
の

生
産

の
た
め
肚
會
的
に
必
要
ε
せ
ち

る
〉
脅
量
以
上
の
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
ぬ
ε
云
ふ
法
則
は
、
商
品
生
産

の
場
合
に
あ

っ
て
は
1

吾

々
が
之
を
皮
相
的
に
言
ひ
現
せ
ば
、
個
々
の
生
産
者
は
各
々
商
品
を
其
の
市
対
償

ね

マ

マ

ヘ

へ

絡
で
賢
ら
な

け
れ
ば
な
ら

皿
の
だ
か
ら
、
一

そ

れ
は

一
般

に

(
口σ
①臣
p
毛
ご

競
争

の
外

部
的

強
制

に
よ

っ
て

行
は
る
る
が
如
く
見

え
る
、
〔補
註
、
商
品
生
産
者

が

一
定

の
商
品
を
生
産
す

る
場
合
に
、
も
し
之
に
謝
し
、
そ

の
物
の
生
産

の
た
め
肚
會
的
に
必
要

じ
せ
ら
る
Σ
以
上
の
勢
働
時
間
を
費
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
生
産
者
は
損
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
だ
か
ら
、
彼
を
し
て
そ
の
商
品
に
謝
し
枇
會
的
に
必
要
ε
せ
ら
る
》
以
上
の
勢

働
聴
聞
を
費
す
を
得
ざ
ら
し
む
る
も
の
は
、
只
同
業
者
聞
の
競
争
よ
り
生
す
る
外
部
よ
り
の
強
制
に
過
ぎ
な

炉

の
で
、
そ
れ
ば
事
業

の
機
構

そ
の
も
の
か
ら
生
す

る
内
部
的
要
求
こ
し
て
零
は
な
い
や
う
に
見
え
る
)
。
之
に
反

し
、
手
工
的
工
場
工
業
(
の
内
部
)
に
あ
っ
て
は
、

一
定
の
勢
働
暗
闘
内
に

一
定
分
量

の
生
産
物
を
提
供
す
る
ξ

、

,



∫

リ

カ

も

ヤ

ヤ

も

も

う

も

マ

も

わ

へ

も

云
ふ
こ
だ
が
、
生
産
行
程
そ
の
も
の

、
技
術
的
法
則
ざ
な

る
の
で
あ
る
。

『
し
か
し
な
が
ら
各
種
の
作
業

(
補
註
、
一
軍
位

の
手
工
的
工
場
工
業
を
組
成
し
て
み
る
各
種

の
作
業
)
は
そ

の
要
す

る
時
間

の
長
さ
が
不
同
で
あ
り
、
從
て
同

一
の
時
間
内
に
提
供
す
る
こ
こ
ろ
の
部
分
生
産
物
の
量
も
亦

た
不
同
で
あ
る
。
だ
か
ら
同

一
の
勢
働
者
が
今
日
も
明
日
も
結
え
す
同

一
の
作
業
に
の
み
秘
事
す

る
ε
云
ふ
こ

も

ヘ

ヘ

セ

も

も

ぬ

む

や

つ

も

じ

ヤ

ヤ

も

も

し

ら

ル

も

ヒ

つ

も

や

も

へ

こ
の
淀

め
に
は
、
種

々
な

る
作
業

に
謝
し
て
種

々
な

る
比

例
敷

(〈
。
}
鋒

蔚

。・討
巨
窪
)
の
勢
働

者

が
使
用

さ
れ

も

へ

ち

る

し

あ

も

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例

へ
ば

一
の
活
字
製
邉
業
に
於
て
、
錘
工
は

一
將
間
毎

に
二
千
個
の
活
字
を
鏡
造
し
、
分

切
工
は
四
千
個
を
分
例
し
、
磨
工
が
八
千
個
を
磨
き
つ
》
あ
り
こ
す
れ
ば
、
そ
の
活
字
製
造
業

に
於
て
は
、

一

入
の
磨
工
に
謝
し
て
四
人
の
鐘

工
ご
二
人
の
分
切
工
ε
が
み
な
け
れ
ば
な
ら
沌
。

こ
の
場
合
に
は
、
同

じ
仕
事

を
す

る
多
敬
の
者
が
同
時
に
そ
の
仕
事
札
従
事
す
る
ε
い
ふ
こ
ε
が
行
は
れ
、
そ
の
範
園
で
は
、
協
力
の
原
則

は
そ
の
最
も
単
純
な
形
態
に
復
曝
す
る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
其
れ
は
今
や

一
の
有
磯
的
關
係

の

表
示

ご
し
て
行
は
る
Σ
(補
註
、
盲
ひ
換

へ
れ
ば
、
輩
純
協
力
が
複
雑
協
力
の

一
關
節
ε
し
て
行
は
る
』
}
の
で
あ

リ

カ

へ

る
。
か
く
て
手
工
的
工
場
工
業

に
於
け
る
分
業
は
、
肚
會
的

に
協
力
せ
る
全
勢
働
者

の
品
質
的
に
異
れ
る
各
暴
富

(補
註
、
分
業
に
よ
っ
て
結
合
聯
絡

せ
る
勢
働
者
企
禮

の
う
ち
其
の
仕
事

の
品
質
を
異
に
せ
る
各
部
分
を
指
す
)

つ

ヘ

へ

を

ば
、
蕾

に
簡
箪
化

し
且

つ
多
.標
化
す

る
の
み
な

ら
す

、
更

に
此
等

諸
器
官
.β部

分
々

々
)
の
分
量
的

の
範

團

に

ヤ

や

あ

も

つ

ヤ

う

や

め

ひ

セ

も

ヒ

ね

ヘ

マ

や

る

う

セ

や

レ

ロ

し

ヘ

マ

へ

め

ぬ

も

も

も

し

マ

モ

ら

向

っ
て
、
即

ち
各

々
の
特
殊
作

業

に
於

け
る
勢
働

者

の
相

勤
散

文
は

そ
の
勢
働

者

の
群

の
相
封
的

の
大

さ
に
向

.

.論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

・
第
十
四
巻

(第
五
號

玉
〉

七
五
九



ヨ

r"

論

叢

マ
㌻

ス
の
比
例
的
關
係

の
鐡
則

・
第
西

巻

(第
五
號
.

さ

七
六
Q

も

も

ル

ヘ

カ

も

も

も

も

も

ち

カ

つ

ち

っ

て

、

敷

學

的

に

確

定

せ

る

一
の

比

例

へ
①
冒

日
国
香
の
ヨ
註

・。
警

密
降
Φ
切
<
2

轟

ぎ

凹田

)
を

作

り

出

す

。

そ

れ

は

(
補

や

わ

も

セ

ヤ

も

サ

サ

ぬ

ね

も

も

ヤ

註
、
手
工
的
工
場

工
業
に
於
け
る
分
業
は
)
就
會
的
勢
働
行
程

の
品
質
上
の
分
岐

ε
共

に
、
肚
會
的
勢
働
行
程

ヤ

マ

ク

セ

へ

ち

や

も

も

も

り

る

サ

も

も

の
分
量
上

の
規
準
及

び
比
例
的
關
係

(島
Φ
ρ
爵
コ
窪
騨
牙
o
閃
〇
四
〇
一
億
P
出
牢
o
℃
o
民
o
鎚
鐸
騨

舟
切
㈹
霧
。房
。言
置
げ
-

冨
詳
>
3
ゆ凶肝
嘆
o
∩①
諺
oω
)

の
成

立
を
促
す
。
」

(補

註
。
以
上

の
立
言

は
所
謂

有
機

的

な
る
手

工
的
工
業

に

つ
い

て
な

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

し

か
し
な

が
ら

、
混

成
的

な

る
手

工
的

工
場

工
業

に
め

っ
て
も

、
製
品

の
原
料

の

も

や

つ

や

や

や
　

あ

や

『僅

か
な
る
部
分
は
異

つ
セ
人

々
の
手
を
経
過
し
、」
又
少
く
ε
も
生
唾
行
程
の
最
後
の
階
段

に
於
て
は
、
総
て

ヤ

も

や

セ

ヤ

も

ヤ

セ

へ

お

む

へ

の
原
料
が
重
ね
て
他
の
部
分
弊
働
者
の
手
を
経
過
す

る
筈
で
あ
り
、
さ
う
し
て
斯
様
に
同
じ
原
料
が
異

っ
た
入

あ

エ

へ

も

も

も

た

ヤ

カ

へ

せ

セ

ヘ

ミ

々
の
手
を
経
過
す

る
限
り

に
於

て
は
、
混
成

的
な

る
手
工
的

工
場

工
業

に
あ

っ
て
も

、
之
に
從
事
す

る
部

分
勢

働
者

の
間

に

一
定

の
有

機
的
聯
絡
が
成

り
立
ら
、

從
て
以
上

マ
ル
ク

ス
が
有

機
的
な

る
手

工
的

工
場

工
業

に

つ

い
て
述

べ
し

ご
ひ
ろ
が
、

そ
の
ま

、
之

に
當
嵌

ま

る
筈

で
あ

る
。
)

マ
ル
ク

ス
の
衣

の

】
交
は

、
手

工
的

工
場

工
業
(
冨
睾
ロ
融
江
⊆「
)
に
つ
い
て
立
言

し
π
も

の
で
あ

る
が

、
吾

々
は

ヘ

へ

う

も

あ

わ

之
を

一
般
的

に
、
資
本
家
的

企
業

`
し

て
繹
管

さ

れ

っ
》
あ

る
総

て
の
生
産
業

に
適
用

す

る

こ
ε
が
出

来

る
ε
思

ふ
。

そ
こ
で
之
を

一
般
化

し
て
其

の
要
領

を
摘
録
す

る
な

ら
ば
、
吾

々
の
注
意
す

べ
き

ご
こ
ろ
は
次
の
諸
勲
で

あ

る
。一

、
薙

に

マ
ル
ク

ス
が
問
題

ε
す

る
ε

こ
ろ
は
、

「
意
識
的
計
書

の
下
に
行

は

る
＼
分
業
」
に

つ
い
て
.で
あ

る
。
r

■

、

4.)同 上309,3正o,頁(英 灘 、379,380頁 、一 日本 譜畢,68-71頁)

F



「

り

う

あ

あ

ミ

廣

義

の

分

業

は

、

マ

ル

ク

ス

に

よ

る

ざ

、

(
一
)
全

膿

別

分

業

〔
月
o
一言
夷

ユ
2

>

時
Φ
淳

冒

》
凋

①
B
①
冨
。
昌
)
i

即

ち
プ

ユ

ヒ
ャ

ー
の
謂

ふ
所

の
職

業
形
成
及

び
専
門
化

(切
Φ歪
静
σ
ま
巷
㈹

巨
α
しQ
b
。N芭
闘・。塾

8

)
の
二
者
を
含
む

も

の

ヤ

　

ロ

も

ね

一

(
二

)段

階
別
分
業

(日
巴
8

σq

号
『
〉
吾
①一二
B

じd
留
o
目
鼻
窪
)
1

　
個

の
生
産

物
を
完

成
す

る
に
必
要

な
種

々

の
生
産
段
階

が
濁
立

の
企
業

に
分
立
し

て
み
る
場
合

の
こ
ピ
で
、
ブ

済
ー

ヒ
ャ
ー
の
謂

ふ
所

の
生
産

分
割

(℃
.。
昌
三
肉
ー

ヤ

リ

へ

む

島
。
請
鼠
ぎ
ロ
巴

に
該
當
す

る
一

二
二
)個
人
別

分
業

〔日
豊
毒
σq
山
2

>
旨
①=

ヨ

曲
譜
Φ冒
磐

T

l

こ
れ
は

}
個

の
資

本
家

的
企
業

の
内
部

に
於

て
意
識

的
計
豊

の
下

に
行

は
る

N
分
業

で
あ

っ
て
、
プ

ユ
ー

ヒ
ャ

ー
の
謂

ふ
所

の
作
業

分
解

(〉
ぴ
Φ静
N。
「δ
げq
目
㈹
)
が
之

㌍
該
賞
す

る
一

の

三
者

に
分
れ

る
の
で
あ

る
が
、
合
波

が
問
題

ご
し

て
み
る
も

の
は
、
第
三
種
の
分
業
に
限
ら
れ
る
。
彼
が
軍
に
分
業
ε
言

っ
て
居

る
場
合
は
、
殆
こ

こ
の
挾
義

の
分
業
を
撫
す

の

モ

コ

も

の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
に
於
て
彼
は
、

「
哲
學
の
貧
困
」

の
中
に

「
分
業
の
獲
展
は
勢
働
者
が

一
工
場
に
結
合
さ

の

れ
居

る
こ
蓬
を
前
提

ε
す

る
」

ε
言
ひ
、
叉

『
資
本
論
」
に
於
て
も

『
或
は
同

一
の
生
産
行
程
に
於
て
、
或
は
互

も

ヨ

ヘ

ヤ

う

み

も

む

や

ち

に
相
違
す
る
然

か
し
互
に
連
絡

の
あ
る
生
産
行
程

に
於
て
、
計
甕
的

に
相
並
び
相
共

に
勢
倒
す
る
ご
こ
ろ
の
多
敷

あ

も

者
の
勢
働
の
形
態
を
、
協
力

(補
註
、
前
の
場
合
が
輩
純
協
力
で
、
後
の
場
合
が
複
雑
協
力
即
ち
分
業
で
あ
る
▽

ε
名
づ
け
る
」

ご
育

っ
て
る
る
。
だ
か
ら
彼
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
第

一
種
の
全
艦
別
分
業
及
び
第

二
種
の
階

で

キ

ヤ

セ

も

マ

段

別

分

業

を

総

絹

し

て
肚

曾

内

の

分

業

(
目
窪

巨

⑳

ユ
o
「

〉
吾

o
富

一旨

ゴ
⇒
o
ヨ

亀
田

O
臣

o
=
。・
o
訂

沖

)
ε

謂

ひ

、

第

三

種

ち

を

ヤ

へ

あ

や

の
個
人
別
分
業
一

即
ち
彼
が
軍
に
分
業
ピ
言

へ
る
場
合

に
指
せ
る
ε
こ
ろ
の
も
の
一

は
特
に
工
場
内

の
分
業

論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第

+
四
巻

(第
五
號

七
)

七
六

】

5)DasEleΣ1dderPhilo50phi巳,1885,S・ 正36・

6)Da5Kapila1,Bd.1,S.289.
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・

論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
+
四
巻

(第
五
號

八
)

七
六
二

の

(
6
亀

F5
σq
ユ
費

》

き
Φ
津

§

H呂

Φ
ヨ

匹
2

乏

2
す

冨
ε

ε

謂

っ

て

み

る

こ

ε

も

あ

る

。
(
現

在

で

は

、
企

業

の

規

模

が

次

第
に
掘
大
さ
れ
π
結
果
-

企
業
規
模
の
振
大
が
従
前
凋
立
し
て
ゐ
π
敷
個
の
企
業
の
合
同
に
よ
っ
て
生
す

る
場

合
に
は
特
に
1

意
識
的
計
董
的
の
分
業
は
、
数
個
の
工
場
に
跨
っ
て
行
は
れ
て
る
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
マ
ル
ク

ス
が
工
場
内

の
分
業

乙
謂

っ
た
も

の
も

.
今

日
で
は

一
工
場

四
に
限
局

さ
れ

て
は

み
な

い
の
で
め

っ
て
、
從

て
構

う

も

カ

コ

あ

や

確

に
言

へ
ば

、
そ
れ
は
企
業
内

の
分
業

ε
で
も
謂

ふ

べ
き
も

の
で
あ
ら

う
)
。
要
す

る
に
、

マ
ル
ク

ス
が
蛮

で
問
題

に
し
て

み
る
.の
は
、

一
定

の
企
業
家

に
雇
傭

さ
れ
て

る
る
勢
働
者

の
仲
間

で
、

一
定

の
意

識
的

計
謁

に
本

づ
き
、

行
は
れ

つ
、
あ
る
ε

こ
ろ

の
工
場
内

の
分
業

で
み

る
。

二
.、

工
場
内

の
分
業
が
行
は

る

Σ
ε

い
ふ
こ
ご
は

、

一
定
の
工
場

に
於

て
使
用

さ
れ

つ
玉
あ
る
勢
働
-

叉
は

ヤ

ヤ

も

マ

へ

で
　

勢
働
者
-

に
、
品
質
的
の
差
異
が
存
在
す

る
.こ
ご
を
意
味
し
、
さ
う
し
て
叉
そ
の
事
は
、
此
等
品
質
を
異

に
せ

も

う

あ

も

あ

ぬ

る
労
働
一

天
は
勢
働
者
1

の
間
に
、

一
定

の
分
量
的
の
比
例
が
維
持
さ
れ
て
行
く
こ
ε
.を
要
求
す

る
。
斯
か

る
分
量
的
北
側

が
維
持

さ
れ

る
こ
ご
は
、
『
互

に
補
充

し
合

ふ

べ
き
種

々
な

る
勢
働

行
程

が
、
中

断

さ
れ
る

こ
ε
な

く
、
室
問

的

に
並

び
合

ひ
、
時
を
同

じ
う
し
て
進

行

す

る

こ
ご
が
出
来

る
」

た
め

の
前

提
.で
あ
る
。

一昌
、
生
産
行
程

に
於
て
勢
.働

の
品
質

的
分
岐

が
嚢

生
す

る
ご
共

に
、

そ
れ
ら

品
質

を
異

に
せ
る
各
種

勢
働

の
間

ヤ

も

あ

に

一
定
の
分
量
的
比
例
が
維
持

さ
れ
る
こ
ざ
に
な
る
ざ
い
ふ
法
則
は
、
『
生
産
行
程
そ
の
も
の
、
技
術
的
法
則
」
で

ヨ

へ

め
る
。

だ

か
ら

マ
ル
ク
ス
は
之
を

名

づ
け

て

「
比
例

敵
.叉

は

比
例
的

關
係

の
鐵

則
」

(註
・・
①箒
目
Φ
O
①の9
N
号
「

7)例 へ12--asKapital,Bd・1,S・32正.
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お

く
霞
薮

津
臥
匂。㎝
鑓

三

〇
ユ
巽

中

o
唱
o
日
賦
○
蕗

俸

蹄
)

ε

謂

っ

て

み

る
。

元

來

如

何

な

る

時

代

セ

る

を

問

は

す

、
絡

て

生

崖

ヤ

も

も

行
程
な
偽
も
の
は
、
種
類
を
異
に
せ
る
二
様

の
條
件
-

即
ち
技
術
的
の
諸
候
件

(
人
ε
自
然

ご
の
關
係
に
つ
い

へ

も

も

て
の
諸
候
件
)
ざ
祉
會
的

の
諸
候
件

(
人
ε
人
こ
の
關
係
に
つ
い
て
の
諸
候
件
)
i

の
統

一
か
ら
成

る
も
の
で

あ
る
艦

籍

晃

ク
ス
の
謂
ふ
比
例
的
關
係
窪

則
は
・『
生
産
行
程
そ
分
も
の
鋤

欝

法
則
」
で
あ
る
か
ら
・

そ
れ
は
肚
會
組
織
の
如
何
に
係
ら
す
、
常
に
實
現
さ
る
べ
き
「
鐵
則
』
で
あ

る
。「
手
工
的
工
場
工
業

の
経
管
に
於
て

此
等
の
結
果
が
多
く
の
部
門
に
於
て
、
只
不
完
全
に
し
か
蓮
成

さ
れ
な
い
の
は
、
之
が
経
管
者
の
側

に
於
て
、
生
産

行
程
に
關
す

る

一
般

の
化
學
的
及
び
物
理
的
諸
候
件
を
確
實

に
制
御
す

る
こ
ε
が
、
知
ら
れ
て
み
な

い
か
ら
で
め

ゆ

る

。
』

=

各
種
生
産
手
段
の
比
例
的
關
保

し

カ

も

し

生
産
行
程

に
於
け
る
各
種
労
働
の
分
量
的
比
例
に

つ
い
て
、
以
上
の
如
き
法
則
を
認
め
た

マ
ル
ク
ス
は
、
更
に

お

マ

も

も

も

も

各
種
生
産
手
段

の
組
合
せ
に
聞
し
て
も
、
亦
た
同
じ
や
う
な
法
則
が
行
は
れ
つ
》
あ
る
こ
ご
を
認
め
た
。彼
は

『
資

本
論
」
第
二
巻
第

一
篇
に
於
て

「
資
本

の
轄
形
及
び
循
環
」
を
論
じ
て
み
る
。
彼
れ
の
言
ふ
ご
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

'

貨
幣
資
本

は
次
の
方
式
を
以
て

一
回
の
循
環
を
結
了
す

る
。

-

Ω
重

く

聖

…

・・℃
…

一名

l

Q

〔Ω

+
σ・
〕
.
.

.

.

論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第

+
四
巻

(
第
五
號

九
)

七
六
三

噛

8)

9)
10)

DasK乱pit乱1,1.S.320,

Rosa.一Luxemburg,DieAkkumulaしiondesKapitals,正913,S.2.
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'

り

論

叢

・

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關

係
の
鐵

則

第
+
四
巻

(釜

號

一
〇
)

七
六
四

即
ち

一
定
の
貨
幣
資
本

(G
)
は
、生
産
に
必
要
な
る
諸
商
品
(
W
}1

そ
れ
は
固
有
の

(
叉
は
物
質
的
の
)
生
産
手

段
(
暫

及
募

働
力

(A
)
か
ら
成
り
立
つ
一

の
購
入
の
た
め
放
下
せ
ら
れ
る
。

誉

・し
て
既
に
此
等

の
諸
商

品
が
購
入
さ
れ
た
な
ら
ば
、
之
を
材
料
ε
し
て
生
産
が
瞥
ま
れ
る
。
そ
こ
で
発
き
の
諸
商
口叩
は
生
産
行
程
に
這
入

り
、
そ
こ
で
生
産
資
本
(
P
)
`
し
て
の
働
き
を
獲
揮
し
、
そ
の
結
果
、
発
き
の
諸
商
品
は
其
の
励
理
的
性
質
を
攣

化
し
、
且

つ
其
の
償
値
を
増
加
し
て
、
.別
種
の
商
品
(W

)
ε
な
る
。
さ
う
し
て
此
の
新
だ
に
生
産

さ
れ
た
商
品
が

質
却
さ
れ
て
貨
幣

に
換

へ
ら
れ
淀
な
ら
ば
、
一

W

は
W
よ
り
も
僧
値
人
な

る
セ
め
一

新
π
に
入
手

せ
ら
%
Σ

ゐ

コ

貨
幣
∂

ぼ

、
最

初
放
資

さ
れ
セ
貨
驚

G

)
よ
り
も
よ

り
人
な

る
額

〔G

+

9
老

な
る
。斯

様

に
し

て
G

は
G

+

9

ε
な

る

こ
ε
に
よ

っ
て
元

の
貨

幣
形
態

に
復
締
す

る

か
ら
、
そ
れ
で
貨
幣
資
本

は

一
回

の
循
環

を
終

へ
た

こ
ご
に

な

る
の
で
あ

る
が
、
此

の
場
合

に
、
新

セ

に
増
加

さ

れ
た
金
額

〔
9
)
の
貨
幣

が
更

に
資
本
化

さ
れ
る
な
ら
ば

、
そ

の
結
果

は
次

の
や
う

に
な

る
。

の
ー
タ
、
…
囹
-
考

-
窺

{暫

縄

ド
ゴ
品

}
勺
.
…
…

即
ち
第

面

目
の
生
産
行
程
に
於
て
p
を
以

て
現
さ
れ
て
ゐ
笙

産
資
本
拡
、
笙

面

目

の
生
産
行
程
で
は
、
ぞ

蔀

ち
p
+

p
)
こ
な

っ
て
み
る
の
で
あ

っ
て
・
つ
ま
り
生
産
の
振
張
i

蒐

ク
あ

謂

姦

張
的
複
生
産
1

が
實
理

趣
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は

『
資
本
論
」第
二
巻
第

一
篇
の
第

;
早
を
『
貨
幣
資
本

の
循
環
」
`
題
し
、

叉
そ
の
第
二
章
を

『
生
産
資
本
σ
旙
環
」
ε
題
し
、
此
等
の
こ
ε
を
詳

し
く
説
明
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

,



F

ρ

`

は
私

の
今
問

題

ε
し
て

み
る

こ
ろ
で
は
な

い
。
私

の

こ
の
論
文

に
關
係

の
あ

る
の
は
、
彼

が
此
等

の
問

題
を
述

べ

る
因
み

に
述

べ
て
み

る
次

の
文
句

で
あ

っ
て
、
私
は

只

そ
の
文
句

の
意
味
を
明
瞭
な
ら

し

め
ん
が
た

め
に
、

以
上

の

こ
ご
を
述

べ
た

に
過

ぎ
な

い
。
彼
は
生
産
資

本

の
猪
環

を
論
ぜ

る
章

の
第
三
節
『
貨

幣
集
積
」
の
胃
頭

に
次

の
如

く
述

べ
て
み

る
。

「
9
即
ち
貨
幣

化

さ
れ
た
剰

鯨
債
値

が
、
す
ぐ

に
再

び
運
用
中

の
資
本

儂
値

に
追
加

さ
れ
、
か
く

て
資

本
G

ε
共

に
、
α

の
大

さ
に
於

て
瑠
環
行
程

に
這

入
り
得

る

か
ご

う
か
ε
云

ふ
こ
ε
は
、

9
の
軍

な

る
存

在

に
は
無

闕
係

で
あ

る
ε
こ
ろ
の
諸
候

件

に
依
存
す

る
。

9
が
貨

幣
資
本

ε
し

て
、
第

一
の
事
業

に
沿

う

て
設
計

さ

れ
陀
第

二

の
濁

立

の
事
業

に
役
立

つ
が
だ

め
に
は
、
そ
れ
は

斯

か
る
事
業

に
要
す

る
ε

こ
ろ
の
最

小
限

の
大

さ
を
も

っ
て

み
る
場
合

に
の
み
、
始

め
て
斯

か
る
用
途

に
向

け
ら

れ

る
ご
云

ふ

こ
ε
鳳

明
か
だ
。
叉
そ

れ
が
從

來

㊨
事
業

の
横

張

に
向
け
ら
れ

る

」
た

め
に
は

、
P

の
實
質

的
諸

要
素

の
比
例
並

び

に
其

筈

の
贋
値
比

例
が
、
同
じ
ゃ
う

に

9

に
鍔

し
て

一
定

の
最
小

限
の
大

さ
を
制
約
す

る
。

こ
の
事
業

(従
前
か
ら
行
は
れ
て
る
る
　定
の
事
業
}
で
働

い
て
み

る

も

も

も

も

ち

モ

も

じ

ゅ

ヘ

ヵ
　

か

う

ヤ

へ

も

ぬ

ヘ

へ

も

や

ヘ

ヘ

へ

あ

や

へ

も

も

し

ゅ

へ

ぬ

総
て
の
生
産
手
段
は
、
膏
に
相
互
の
間
に
於
て
品
質
上
の
比
例
を
有

っ
て
み
る
の
み
で
な
く
、
又

一
定
の
分
量

ロ

ゐ

マ

マ

も

わ

り

も

ヘ

モ

あ

か

へ

で

る

め

ヘ

ヘ

へ

あ

へ

る

へ

上

の
比
例
、
帥

ち

一
の
比
例
的

の
範

園
を
有
す

る

も
の

で
あ

る
。

星

産
貧
杏

這
入
り
込
む
諸
要
素
の
此
等
實
質
的
の
比
例
並
び
に
其
筈
の
物
の
有
す
る
経

比
例
は
・
9
が
添

加
的

の
生
産

手
段

及

び
労
働

力

に
充

用

さ
れ

る
た

め
、
叉
は
従
前

の
事
業

に
於

け

る
生

産
資
本

の
増

加
ぜ
し

て

論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
十
四
巻

(第
五
號

=

)

七
六
五

1>1)as1{apifal,Bd.⊥1,9.55,56.

、



論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
十
四
巻

(第
五
號

=
一)

七
六
六

只
生
産

手
段

に
の
み
充
用

さ
れ

る
た

め
、
有

っ
て

み
な
け
れ
ば
な
ら

漁
ε

こ
ろ

の
、
最

小
限
の
範

園
を
決
定
す

る
。」

是

に

ポ

つ
て
観

れ
ば
、

マ
ル
ク

ス
は
明
か

に
、

　
定

の
生
産

業

に
使
用

せ

ら

る

}
各
種
.の
生
産
手
段

は

、
。
岡目

げ
警

塁

塞

量

曇

跳
・
Φ
.・
<
。
・墨

霧

…

蚤

舅

窪
窪

魯

℃
・§

暮

邑

・
・
q
鳥

指

を

有
す

る

こ
ざ
を

認

め

て
み
る

の
だ
が
、

こ
の
事

は
所
謂

敗
盆
逓
減

の
法

則

〔『
ぞ

。
h
号
。
希
四
㎝ぎ
σq
冷
ε
「コ
)
が
、
総

て
の
物
質
的
生
産

手

段
及
び
勢
働

力

に
適

用

さ
る

べ
き
も
の
な

る

こ
ご
を

意
味

し
て
み
る
の
で
、
そ
れ
は
吾

々

に
ご
っ
て
可
な
り
注
意

す

べ
き
黙

で
め
ら

ね
ば
な
ら

ぬ
。

私
は
嘗

て
本
誌

四

『
牧
盆
遽
減

法
則

の
獲
見

及
び

政
輩
』

ε
題
す

る

一
文

を
載

せ
陀

こ
ε
が
あ
る
が
.
そ
の
時

に
述

べ
た
や
う

に
、

こ
の
法
則

は
始

め
て

一
八

一
五

年

に
獲
見

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

し
か
し
最
初

の
う
ち
は

、

ぬ

も

專
ら
融
業

に
閲
す

る
法
則

ε
看
做

さ
れ
て
居

り
.
そ

の
後

に
な

っ
て
も

、
多

く

の
學
者

は
之
を
以

て
土
地

に
關
す

る
法
則

だ

ご
し
た
も
の
で

あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
法

則
は
蕾

に
土
地

に
関

し
て
行

は
る

㌧
の
み

の
も

の
で
な
く
、

土
地

以
外

の
物
質

的
生
産

手
段

及

び
勢
働

力

に
關

し

て
も

同
じ
や
う

に
行

は
れ

て
る

る
心

の
だ

ε
云

ふ
こ
ε
を
、

始

の
て
唱

へ
出
し
薯

は
、
私

の
知

る
限
り
で
は

フ

オ
ソ

:
・
ユ
ー

不
落

あ

る
。
彼

れ

の
有
名
な

る
著
書

『
孤

.

立
国
」

の

目
糞

q

司
亀

は

一
八
二
⊥
ハ
年

に
出

て
み

る
が
、
弦

に
關
係

の
あ

る

N
毛
。
詳
。
.
↓
。
=

は
そ
の
出
版

が
蓬

に
後

れ
て
居

る
。
即

ち
こ
の

N
≦
警
鐘

月
旦

の

国
匹
Φ
〉
耳
亀
巳
西

は

一
八
五

〇
年

に
な

っ
て
始

め
て
出

て
み
る

2)第 一 巻(大 正 五年)第 一 號,卜22頁

0

,



/

の
だ
が

、
吾

々
は
其

れ
を
見

る
ε
、
彼

が
牧
盆
逓
減

の
法
則

を
土
地

の
利
用

に
の
み
限

定
す

る
こ
ξ
な

く
、
廣

く

む

之
を
資

本
及

び
勢
働

力
の
利
用

に
饗

し
て
振
眠
し
て

る
る
ひ
ε
を
獲
見
す

る
の
で
あ

る
。

け
れ
ご
も
斯
様
な
考
が

稍

々
廣
く
今

日

の
學

界

に
普
及

さ
る

る
に
到

っ
た
最

初

の
源

を
成
し

た
も

の
は
、
恐

ら
く

一
入
八
入
年

十
二
月

の

米

国
経
済

學
協
會

の
第
三

大
會
に
於

て

な

せ
し

ク

ラ
ー

ク
の
講
演

↓
需

用
o
・…
幽σ葭
σ
・
亀

"
し。
。一①
昌ま

∩
ど
蜜
く
oh

を

に

≦

薦
霧

並

び
に

カ
ー
ヅ

ー
が

一
九

〇
三
年

に
公

に
し
た
論
文

↓
幕

q
曵
く
o
冨
巴

[
署

o
h
U
圃ヨ
三
。・7
凶コ
びq
丙
Φ答
『田

で
あ
ら

う
。

さ
て
此

等
の
學

者
が
、
牧
盆
逓
減

の
法

則
を
以

て
、
壷

に
土
地

に
關
し

て
の
み
で
な

く
、
其
他

一
切

の
物
質

的
生
産
手
段

及

び
勢
働
力

に
關
し

て
も
、

一
様

に
通

用

さ
れ
得

る
も

の
だ
ど
主
張
す

る
根
擦

は
、
物

の
生

産

に
営

力
最
大

の
効
果
を
擧

げ
る
た

め
に
は
、

そ
の
手
段

ε
な

る

潭、
き
者
種
材

料

の
組
合

せ
に

一
定

の
理
想
的
比

例

が
あ

る
も

の
だ
、

こ

い
ふ
考

に
水

つ
く

の
で
あ

る
。
從

て
斯
様
な
考

を
有
す

る
學

者
は

、

お
の

つ
か
ら
牧
盆
逓

減

の
法
則
を
以
て
散

開
逓
減

の
法

則

(冨
≦

9

臨
。
器
p
旨

αq
=
艶
一窮
)

ε
同

一
範
疇

に
驕
す

る
も

の
ご
考

へ
、

ク

ラ
ー
ク
の
如

き
は
之
を
『
経
済
的
結

果

の
攣

動

に
閲
す

る
法
則
」
(訂
ぞ

亀

舜
旨

ま

口
気

Φ8
き
日
δ

憎窃
ロ
一邑

ピ

い
ふ

一
法
則

に
撮

し
、
叉

フ

三
夕
ー
は
之
を

『
比
例
的
關

係

の
法

則
」

(す
毛

亀

鷲
o
℃
o
置
8
巴
身

)

ご

い
ふ
根
本
的

公

理

の

一
獲
現

だ
ざ

し
て
み

る
。
〔
近
年

公
に

さ
れ
た

タ

ア
ナ

ー
の
著
書

に
も
、
同

じ
ゃ

う

に
『
比
例
的
關
係

の
法

則

ε
い
ふ
名
稽

が
用

ひ
ら
れ

て
あ
る
。
)

斯
様

に
、
牧
童
逓

減

の
法
則
は
最
初
農
業

に
關
し

て
の
み
認

め
ら

れ

て
み
た

の
に
、
そ
の
後
次
第

に
そ
の
適
用

論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
†
四
巻

(第
五
號

一
三
)

七
六
七

3)

生)

5)

H.vonThunen,Derisoli1・toStaatinBeziehungaufLandwirtschaftand∫・

NaしionalbkoDomie,ZweiterTeil,ErsteAbteil皿g,S.99,100.

PublicationoftheAmericanEconomicAssociation,vd.IV,no.1.
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論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例

的
關
係

の
鐵
則

第
十
四
巻

(第
五
號

一
四
)

七
六
入

あ

へ

の
範
團

が
振
張
せ
ら

る
》
`
同
職

に
、
『
比
例
的

關
係

の
法
則
」
ε
も
稠
す

べ
き

ょ
り

人
な

る
法
則

に
囁
取

せ
ら

れ

●

る
こ
ε
に
な

っ
て

み
る
の
だ
が
、
藪

に
私
の
指
摘

し

た

い
ξ
思

ふ

こ
ご
は
、
吾

々
が

之

ε
同
じ
見

方
を
「資

本

論
』

に
於

て
獲

見
す

る

ε

い
ふ

こ
ε
で
あ

る
。
尤
も

マ
ル

ク
ス
の

『
實

本
論
」

に
は
敷
用
逓

減

の
法
則

は
認

め
ら

れ
て

み
な

い
。
從

て
牧
急

遽
減

の
法
則

を
ば
、

こ
の
敷
用

逓
減

の
法
則

ξ
共

に
、
同

一
の
範
躊

に
掻

し
ゃ
う

ε
す

る
や

㍉

、

う
な
見
解
は
、
「
費
本
論
」
の
う
ち
に
獲
見

さ
れ
得
な

い
け
れ
ご
も
、
(
牧
盆
遽
減
の
法
則
は
物
の
生
産
に
聞
す

る
法

ヘ

ヤ

も

も

則

で
あ

り
、
飲
用
蓮
減

の
法

則
は
物

の
享
樂
叉

は
消

費

に
閲
す

る
法
則

で
あ
る

か
ら

、
之
を
薫
修
件
的

に
同
じ
範

躊

に
臆

せ
し
む

る
は
不
可

で
あ
る

ε
云

ふ

こ
ε
は

、

私

の
嘗

て
述

べ
た

こ
ε
ろ

で
あ

る
)、
し
か
し
資
本

論

に
は
今

日

ま
で
何
人
も
思
ひ
到
ら

ざ
り
し
方
面

に
、

こ
の

『
比
例

的
關

係

の
法

則
」

が
適
用

さ
れ
て
あ
る
。

私

に
更

に
項

を
改

め
て
、
そ

の
こ

ε
を
指
摘

し
た

い
ε
思

ふ
。

三

各

種

生

産

業

の
比

例

的

關

係
.

,

五
口
々
は

『
資
本
論
…」
第
三
巻
第
三
篇
第
十
五
章
第

一
節
に
於
て
.
次

の
加
へき
文
句
に
出
會
ふ
。

『
剰
鯨
領
値
の
生
産
だ
け
で
は
、
資
本
家
的
生
産
行
程

の
第

一
幕
一

直
接

の
生
産
行
程
1

が
終

つ
だ
の
み
で

あ

る
。
:
・…
今
や

そ
の
行

程
の
第

二
幕
目
が

く
る

。
商

品

の
全
量
、

全
生
産

物
が
・:
…
賞
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら

鳳
。

そ
れ

が
費
ら

れ
兎

か
、
又
は

一
部

分
し

か
費

ら
れ

瀕
か
、
又

は
生
産

以
下
の
償
格

で
貰
ら

れ

る
に
止

ま

る

6)

7)

8)

9)

1⑪)

拙 稿 『,匹ど盆蓬遡亘減2) .法賢嘔の 茄貿張 』 〔本 誌 第 一 巻439-452頁 〉参 照Cl
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(.拙諜 『物 財 の 便 値 』[7頁 峯 照)Fetter,PrinciplcsofEconomics,1go4・

Tur【 】er,lntroductiontoEconomics、IgIg,PP・36[一363・

DasKapita],Rd,τ τ1,TeiIτ,S,225,226.
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な
ら

ば
、
勢
働
者

は
無
論
絞

取
ら

れ
て
は
み
る
が

、
し

か
し
其

の
絞
取

り
は
資
本

家

の
だ

め
に
實

現

さ
れ
す

、

即

ち
絞

取

っ
た
耐剰
飴
傾
侑
μは
全
然
實

現

さ
れ
な

い

か
、
ロ
バ
}
部
分

だ
け
{貫
現

さ
れ

る
に
止
・ま
る
か
、
或
は
茸
ハの

資
本

の

一
部
叉
は
全
部

の
損
失

を
招

く

こ
ε
に
も

な

る
。
直
接

の
絞

取
り

の
諸
悠
件

ご
、
そ

の
實

現
化

の
諸
候

件

ε
ぱ
決

し
て
同
く
な

い
。
其

筈
は
蕾

に
塒
及

び

所

に
於

て

一
致

し
な

い
の
み
で
な
く

、
概
念
的

に
も

一
致

し

む

ち

へ

も

り

ち

も

ネ

も

も

た

な

い
。

一
方

は
肚
會

の
生
産

力

に
よ

っ
て
の
み
制

限

さ
れ

て
を

b
、
他
方

は
各
種
生
産

業

の
比
例

的
關
係

〔津
o
-

℃
。三
〇
養
ぎ
警

号
「
〈
o
「ω。匪
①α
窪
①目
℃
「o
山
影
ま

鵠
N
壽

蒔
ε

に
よ
り
、
及

び
肚
會

の
游
養
方

に
よ
b
制
限

さ
れ

て

を
る
。」

.右
の

一
丈

に
於
て

「
各

種
生
産

業

の
比
例
的
關
係

」

ε
育

っ
て
あ

る

の
は

何

の
事

か
P
・吾

々
は

そ
の

説

明
を

「
資

本
論
』
第

二
巻
第
三
篇

『
肚

會
纒
資

本

の
複
生
産

及
び
流

通
』

に
於

て
見
出
す

こ

ε
が
出

京

る
。

マ
ル
ク
7
の

考

に
よ
れ
ば
、

一
つ
の
肚
會

に
、
品
質

を
殊

に
す

る
商

品
を
生
産
す

る
芭
こ
ろ

の
、
各
種

の
生
産
業

が
併
存

し

て

み

る
の
は
、

一
つ
の
生
産

業

に
、
品
質

を
異

に
す

る

各
種

の
勢
働

が
併
存

し
て

み
る
の
こ
、
そ
の
關
係

は
同

じ
で

あ

る
。
『
工
場
内

の
分
業
」
が
行

は

れ
る
だ

め
に
、
勢

働

の
品
質
上

の
分
岐

が
.起

れ
ば
、

之
ご
共

に
、
そ

れ
ら
品
質

を
殊

に
す

る
各
種

の
郷
働

の
間

に
、
一
定

の
分
量

的
比

例

が
維
持

さ
れ

る
こ
ε
が
必
要

に
な

っ
て
く

る
ε
同
様

に
、

「
肚
會
内

の
分
業
」
が
行

は
れ

る
結

果
、
各
種

の
生
産

業
に
於

て
生
産
す

る
ざ

こ
ろ
の
商
品

が
其

の
品
質
を
殊

に
す

る

こ
ビ

に
な
れ
ば
、
之

ε
共

に
、
そ

れ
ら
各
種

の
生
産

物

の
問

に
は

、必
ず

一
定

の
身
量
的

比
例
が
維
持

さ
れ
な

け

論

叢

マ
ル
」
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
+
四
巻

(第
五
.號

一
五
)

七
六
九

■



論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
+
四
巻

(第
五
號

=
ハ
)

七
七
〇

れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。

マ
ル
ク
ス
鳳

そ
の
關

係
を
説

明
せ

ん
が
π

め
に
、

『
肚
會

の
全
産
物

を
二
大
部
門

に
分

つ

気

≡

憲

謬

・
こ
れ
星

霜

饗

に
供
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
雪

・
ろ
の
、
或
は
少
を

も
之
に
供

た

も

あ

へ

せ
ら
れ
得
る
ε
こ
ろ
の
、
形
熊
一を
有
す
る
諸
商
品

か
ら
成
…り
立

つ
。
(
二
)
消
費
替
…料
　、
こ
れ
は
資
本
家
階
級
}又
は

勢
働
者
階
級
の
個
人
的
消
費
に
供

せ
ら
る
Σ
形
態
を
有
す

る
諸
商
品
か
ら
成
り
立

つ
。」
な
ほ
肚
會
の
塗
生
産
が
此

の
如
く
二
大
部
門
に
分
れ
る
に
従
う
て
、肚
會

の
全
生
産
業
も
亦
だ
生
産
手
段
の
生
産
業

ε
、
滑
費
資
料
の
生
産
業

ε
の
二
大
部
門

に
分
れ
る
。
又

『
二
個
の
生
産
部
門
の
各
々
に
使
用
ポ
れ
て
る
る
全
資
本

は
、肚
會
資

本

の
特
別
な

つ

も

る

い

る
大
部
門
を
形
成
す

る
。
資
本
は
各
部
門
に
於
て
更
に
二
つ
の
成
分
に
分
れ
る
。
(
一
)可
愛
資
本
。

.

.れ
は
其

の

脚
僻
か
ら
観
れ
ば
、
此
の
生
産
部
門
に
使
用
さ
れ
る
肚
會
的
勢
働
力
の
儂
値
に
等
し
く
、
從
て
之

に
向

っ
て
支
彿

へ

も

は
れ
る
勢
賃

に
等
し
い
。
叉
そ
の
實
質
か
ら
観
れ
ば
、
現
じ
そ
の
作
用
を
獲
揮
し
て
み
る
勢
働
力
そ
の
も
の
か
ら
、

セ

エ

エ

へ

即
ち
こ
の
資
本
償
値

に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
て
る
る
生
け
る
勢
働

か
ら
成
り
立

つ
。
(
二
)不
憂
資
本
、
即
ち
各
生
産

部
門

の
生
産
に
使
用
さ
れ
て
る
る
総
て
の
生
産
手
段

の
傾
値
。
こ
れ
は
更

に
叉
、
機
械
、
道
具
、
建
物
、
役
畜
等

カ

へ

の
趾
密
資
本

ε
、
原
料
、
補
助
材
料
、
宇
成
品
等
の
生
産
材
料
よ
り
成

る
ε
こ
ろ
の
流
蓮
不
攣

資

本

ご

に
分
れ

る
。
」
「
さ
て
此
等
資
本
の
助
け
に
よ
り
生
産
業

の
二
部
門
の
各

々
に
於
て
邉
り
出
さ
れ
る
年
々
の
生
産
物
全
膿
の

贋
値
は
、
分
れ
て
二
つ
の
部
分
に
な
.る
。

一
は
生
産
上
消
耗
さ
れ
て
且

つ
そ
の
債
値
を
ば
軍

に
生
産
物
の
上

へ
引

慰嘔
ぐ
ξ
こ
ろ
の
可
攣
資
本

c
を
代
表
す

る
贋
値

の
部
分
で
め
b
、
こ
は
そ
の
年
の
全
労
働

に
よ
っ
て
添
加
さ
れ
た

11)DasKapital,Bd.1,S.370.
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僧
位

の
部
分
で
あ
る
。

こ
の
後

の
も

の
は
更

に
、
放

下

さ
れ
た
可
憂
資

本

v
の
補
充

ε
な

る
も

の
`
、

そ
れ
蹴

上

の
剰
絵

、
即

ち
剰

絵
償
値

m
を
形
成
す

る
も

の
ε
、
に
分
れ
る
。
だ
か
ら
個

々
の
各
商

品

の
贋
値

ε
同

じ
や
う

に
、

各

部
門

の
年

々
の
全

生
産

物

の
慣

値
も

、
。
+
く
.+
毛

に
身

れ
る
。
』

マ
ル
ク

ス
は
此

の
如
き
考

か
ら
出
獲

し
て
、
資
本

主
義
的
肚
會

に
於

け
る
各
種
生
産

業

の
比
例
的
關

係
を
研
究

切

す

る

淀

め

に

、

次

の
如

き

o。
。
密

旨
跨

を

用

ひ

た

。

(
喪

中

c
は

不

憂

資

本

ぎ

誹

鼠
算
①
。。

国
憲

{邑

を

現

は

し

、

v

は

可

鍵

資

本

く
践

四
三
認

囚
国
立
け
巴

を

現

は

し

、

m
は

剰

飴

償

値

蜜

O
享

二
・①
詳

を

現

は

し

、

且

つ
剰

絵

僧

億

牽

m
▽

は

一
〇

〇

%

だ

ざ

仮

定

ず

る

。

な

ほ

敷

字

は

軍

位

が

百

萬

マ

ル

ク
な

り

百

萬

榜

な

り

を

現

は

す

も

の

ε

す

る

。
)

冒

弁

鰍

鼎

照

㊦

齢

鰍

頭
釘

・・
:

・合
8
∩
十
H
O
8
く
[
軌O
O
ρ

澱
即
時
瞭
悪
熱
O
OO
∩
十
HO
O
Oく
十
目
O
O
ヨ
ー
1①
8
ρ

朴
冨
塵
隠
"
爵

偽
e
^
赴
叫

び
。

HH
■
蕃

爆

剛

葺

㊦

蹄

咽

頭
動

:
・
:
凸
O
O
O∩
十
α
O
Oく
11
留
O
ρ

.

離

餅
寒

b・
§

。
よ

季

よ

。
。
ヨ
閥
㎝
。。
ρ

祉

轟

購

輩

〔斜
婆

)
象

^
繋

ひ
.

露ハ

類
書
↓
鴛
弼
'
一
露
槍
θ
韻
争
餅
醜
悪
㊦
睡
即
窄野

薄
θ
誉

(
づ
ぴ
ひ
。

鞠上

H
・

巷

8

・
士

・
。
。
く
亡

。
。
。
日

日

a
∩
8

騨

餓

照

照

同

国
■
8

。
。

6
+

い
。
。
<
半

切
。
o
日
日

ω
。
o
り

諸

爆

剛

零

埆

論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係

の
鐵
則

第

十
四
巻

(第
五
號

一
光
)

七
七

一

9

告

9



論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則
.

第
十
四
巻

(第
五
號

一
入
)

七
七
二

こ
れ

は
軍
紀

複
生
産

(①
雪
融
oげ
o
肉
①
鷲
oα
野
臥
〇
ロ
)

の
行

は
る

Σ
場
合

、
即

ち

コ
剰
蝕
償
値

の
全

部
が
不
生
産
的

し
消
費

さ
れ

る
」
場

合

に
於
け

る
、

二
大
生

産

部
門

の
比
例
的
關
係
を
説

明
す

る
セ

め
の

Q。
9
。
ヨ
四
で
あ

っ
て
、

敷
字

の
縄
射
的
大

さ
は
無
論
勝
手

に
作

っ
た
も

の
で

あ

る
が
、
そ

の
相

互

の
間

に
於
け

る
相
対
的

比
例

に
は
次
.に

述

ぶ
お
が
如

ぎ

一
定

の
法
則

が
あ

る
。

第

一
に
、
生
産
手
段

を
生
産
す

る
ε
こ
ろ
の
第

一
部
門
は
、
肚
曾

全
禮

の
生
産

に
向

っ
て
、即

ち
第

一
部
門

自
騰

・め

並

び

に
策

二
部
門

の
生
産

に
向

っ
て
、
そ

の
必

要

ε
す

る
ε
こ
ろ
の
生
産

手
段

を
供
給
す

る
の
で
あ

る
か
ら

、生

産
が
圓
滑
に
繰
り
返
し
行
は
れ
て
行
く
た
め
に
は
「

差
當
り
問
題
ε
し
て
み
る
の
は
、軍
純
複
生
産
の
場
合
で

も

も

も

も

ヘ

ロ

あ
る
か
ら
、
精
確
に
盲

へ
ば
、
生
産
が
従
前
の
規
模
で
圓
滑

に
繰
り
返
し
行
は
れ
て
行
く
た
め
に
は
、
i

第

一

恥

部
門

の
生
産
物
全
禮

の
贋
値

が
、
第

一
及

び
第

二
の
両

部
門

に
於

け
る
不
攣
資

本

の
慣
値

を
合
計

し
た
も

の

に
等

し
く
な

け

れ
ば
な
ら

兎
。

即
ち
同
ひ
o
o
o
"
印
も
o
o
。
+
目

8
0
0
。
で
な
け

れ
ば
な
ら

澱
。

次
に
第

二
の
消
費

資
料
　の
生
産

部
門
は
、
耐
…會

全
禮

の
人

々
の
消
費

の
だ

め
に
、
即

ち
第

二
部
門
自
膿
並

び

に
第

一
部
門

に
於
け

る
資

本
家
及

び
労

働
者

の
消
費

の
た

め
に
、
そ

の
必
要

ε
す

る
ε

こ
ろ
の
生
活
手
段

を
供
給
す

る

　

　

ぼ

の
で
あ
る
か
ら
、
趾
會
の
沿
費
及
び
生
産
が
從
前
の
規
模

で
圓
滑
に
繰
り
返
し
行
は
れ
て
行
く
た
め
に
は
、
第
二

部
門
に
於
て
供
給
す
る
ε
こ
ろ
の
消
費
資
料
全
鵤
の
債
値
が
、
第

一
部
門
及
び
第
二
部
門
に
於
け
る
資
本
家
吸
び

勢
働
者
の
所
得
を
合
計
し
セ
も
の
に
等

し
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
即
ち

目

い8
0
"
崇
H
o
oo
<
+
【o
o
o
旦

+
口

13)こ の不製資 本の領値全部 が一ケ年間の使用に より轟 く生 産物 二移・る覧の ε假定
LLす る

o一 この倶定ば事實:ε一致 しない、 事賢 ε一致 さすためには、一 ケ年間の

使用 に 乙り溝托す るゴごけの償値 々蜘.;計 上すれ ば可 い。

,



〔い
8
く
+
いo
o
巳

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

な
ほ
資
本
主
義
の
肚
會
に
於
て
は
、
第

一
部
門
の
生
産
物
ご
第
二
部
門
の
生
産
物

ε
が
互
に
取
替

へ
ら
れ
る
の

は
、
商
品
交
換
の
原
則
た
る
等
贋
物
の
交
換
に
よ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
生
産
手
段
の
生
産

に
従
事
し
て
み
る
第

一

部
門
の
資
本
家
及
び
勢
働
者
が
、
そ
の
必
要
こ
す

る
こ
こ
ろ
の
生
活
手
段
1

そ
れ
は
第

二
部
門
に
於
て
生
産
さ

れ
る
一

を
入
手
し
得

る
分
量
は
、
そ
の
生
産
す
る
蓬
こ
ろ
の
生
塵
手
段
を
ば
第
二
部
門

に
賣
り
付
け
得

る
分
量

に
よ

っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
。
し
か
る
に
第
二
部
門
に
於
け
る
生
産
手
段

の
需
要
は
、
そ
の
都
門
に
放
下

さ
れ
て
み

る
不
憂
資
本

の
大
さ
に
よ

っ
て
定
ま
る
。
両
部
門
の
間
に
は
此

の
如
き
關
係
が
あ
る
か
ら
、
耐
雪
の
生
産
及
び
消

費
が
圓
滑
に
行
は
れ
る
π
め
に
は
、
資
本
主
義

の
肚
會
で
は
更
に
そ
の
第
三
條
件
ε
し
て
、
第

一
部
門

に
於
け
る

助

,
可
攣

資
本

巴
剰

飴
償

値

蓬
の
合

計
が
、
第
二
部
門

に
於

け

る
不
攣
資
本

の
額

に
等

し
く
な
け

れ
ば

な
ら

の
。
即
ち

H
〔
Ho
o
o
く
+
Ho
o
o
日
)
門
目

N
8
0
。

で
な

け
れ
ば
な
ら

澱
の
で
あ
る
。

,

之
を
要
す

る
に
軍
純
複

生
産

が
圓
滑

に
行

は
れ
て
行

く
た

め
に
は
、
生
産

両
部
門

の
問

に
次
の
如

き
聯
絡

が
保

π
れ
て

る
な
け

れ
ば
な
ら

濾
の
で

あ
る
。

同
)

同
ひ
8
。
1一
目
も
8

。
+
昌
悼
8
。
∩

N
)

自
ω
o
o
o
口
H
(
【o
o
o
〈
+
同o
o
o
日
)
÷
目
3
0
0
<
+
いo
o
日
)

ω
)

唇

。
。
。
く
亡

。
。
。
旦

焦

目

N
8

。
。

論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
+
四
巻

〔第
五
號

一
九
)

七
七
三

甦)前 の脚註参照

.



論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係

の
鐵
則

第
+
四
巻

(第
五
號

二
〇
)

七
七
四

も

ふ

も

や

も

亀

有
の
三
項
の
中
、
生
産
両
部
門
の
生
塵
物
の
分
量
に
關
す
る
比
例
的
關
係
を
言
ひ
現
す
も
の
は
、
第

一
項
及
び

第
二
項
で
あ

っ
て
、
る
れ
が
今
吾
々
の
問
題
す
る
一し
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
此
等
の
比
例
的
關
係
は
、
振
張
複

生
産

(。
琴
。
酵
「8

菊
。唱
o
」
昇
浄δ
5
)
の
行
は

れ
る
場
合

、
即

ち
資
本

の
増
殖
ー

マ
ル

ク

ス

は

之

を

資

本

の

}
穿

目白
巴
昌
o
・

ε
い
ふ
・1

從

て
生
産

規
模

の
援
張

が
行

は
れ

る
場
合

に
な

る

ε
、
そ

の
内
容

が
攣

っ
て
く

る
。

そ
こ
で

マ
ル
ク

ス
は
披
張
復
生
産
が
行

は
れ

る
場

合

の

ω
9
Φ
日
曽

ご
し

て
次

の
如

き
数

字
を
墨
・げ

て
る

る
。

H.

巷

o
o
。
+
H
o
o
9
イ

HO
o
O
日
日
α
8
0

蹄
鰍
"
照

日

艦
o
o
。
+

鴇
ひ
く
+

ω
N
α
目
口
爲
℃

'善

爆
剛
輩

こ
れ
ら
藪

字
も

、
そ
の
絶
数
的

の
大

さ
は
前

芭
同

じ
ゃ

う
に
全
く
勝
手

に
作

っ
た
も

の
で
あ

る
が
、
両

部
門

の

生
産

量
相

互

の
闘

に
於

け

る
比
例
的
關
係

に
は
次

に
沈
…ぶ
る
が
如

き

[
定

の
法
則

が
あ
る
。

先

づ
第

一
部
門

に
於

て
生
産

さ
れ
把
生
産

手
段

の
総

額
ば
、
社
倉

に
於
て
現

に
使
用

さ
れ

て

る

る

生
産
手
段

-

即
ち
第

一
部
門
弟
二
部
門

ご
に
於
け
る
不
攣
資
本
一

の
総
額
よ
b
、
何
程
か
の
程
度
に
於
て
超
過
し
て
み

な

け
れ
ば
な

ら

ぬ
。
即
ち

H
α
8
・

v

一
も

。
・
。
ゴ

=

い
。
。
。

で
な
け

れ
ば

な
ら

沁
。
何
故

こ

い
ふ
に
、

こ
れ
は

生
産

の
振
張

が
行

は
れ
る
場
合

だ
か
ら
、
次
年
度

に
使

用

さ
る

べ
き
生
産
手
段

は
、
従
前

よ
り
も
其

の
熱
量
を
増

加
し
な
け
れ
ば
な
ら

諏
か
ら

で
あ

る
。

次

に
第

二
門
に
於
て
生
産

さ
れ
た
消
費
資

料

の
総
額

は
、
勢

働
者

の
所
得

こ
な

っ
た
勢
賃
額

ε
資
本

家

の
所
得

15)DasKapital,Bd.11,S.483.



.

ε
な
っ
た
剰
飴
償
値
ご
の
合
計
額
に
比
す

れ
ば
、
何
程
か
の
程
度
に
於
て
不
足
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
即
ち

昌

昌
℃
〈
H(
同o
o
o
〈
+
ろ
o
o
旦

+
{H
(寄
ひ
く
+
鴇
α
目
)

で
な
け
れ
ば
な
ら
の
。
何
故

ε
い
ふ
に
、
盟
純
複
生
産
の

行
は
る
Σ
場
合
で
あ
れ
ば
、
資
本
家
は
其
の
所
得
を
全
部
消
費
し
て
仕
舞
ふ
の
だ
か
ら
、
勢
働
者

の
所
得
ε
資
本

家
の
所
得
ご
を
合
計
し
だ
も
の
は
、
新
た
に
生
産

さ
れ
だ
消
費
資
料
全
勝
匹
贋
値

に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

阻
害

で
あ
る
が
、
今
問
題
に
し
て
み
る
の
は
振
張
複
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
で
あ

っ
て
、
資
本
家
の
所
得
に
締
し
た
剰

飴
償
値
は
、
そ
の
全
部
が
消
費

さ
れ
る
こ
ご
な
し
に
、
そ
の

一
部
分
は
必
ず
資
本
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら

で
あ
る
。

斯
様
に
し
て
軍
純
複
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
ご
、
援
張
複
生
産

の
行
は
れ
る
場
合
ε
で
は
、
両
部
門
に
於
け
る

生
産
物
の
量
的
比
例
が
全
く
違

っ
て
み
る
。
即
ち
之
を

一
纏

め
に
す
れ
ば
そ
こ
に
次
の
や
う
な
差
異
が
あ
る
。

戸・{難
囎
轡

器
踊
装
縫
}
等

価
譲

融

餅
腺

H【
き

OO
旨
一
(一
8
0
〈
十
H
8
0
ヨ

〉十

=
(9

ε

十
α
8

ヨ
)

蕊
髄

譲

隠

一[
b⊃
田
O
〈
【
(一
〇
〇
〇く
十

さ
8

ヨ
)
十

=
(亀。
ヨ
・、
÷
巽
O
ヨ
)

四

三

種

の

比

例

的

關

係

の

絡

括
.

、
・

さ
て

マ
ル
ク
ス
の
い
ふ

『
各

種
生
産
業

の
比
例
的
關

係
」

な

る
も
、の
は
、
相
悉
複
雑

な
問
題

で
あ

っ
て
、
無
論

論

叢

叩
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
+
四
巻

(第
五
號

二
じ

七
七
五

.



論
.
叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
十
四
巻

、(第
五
號

二
二
)

七
七
六

以
上

で
そ
の
要
領

が
鑑

き

て
み
る
繹

で
は
な

い
が
、
私

の
こ
の
論
文

の
目
的

は
、

こ
の
問
題
白
膜

を
研
究
す

る
の

で
な

い
か
ら

、
こ
れ
以
上
深

く
立

ち
入

る
こ
ε
を
控

へ
る
。

私

が
薙

に
問
題

ご
す

る
ε
こ
ろ
の
も

の
は
、
各

種
生

ヤ

マ

も

や

あ

騰

部
門
の
間

に

一
定

の
量
的

比
例
が
保

た
れ

て
み
な

け
れ
ば
な
ら

糖

ご

い

ふ

法
則

の
性
質
そ

の
も
の
で
め

る
。

私
の
考
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
則
は
、
先
き
に
述

べ
π
ε
こ
ろ
の
諸
法
則
一

即
ち

一
定
の
生
産
業
に
使
用
せ
ら
る

る
各
種
の
生
産
手
段
相
互
の
問

に
於
て

一
定

の
量
的
比
例
が
保
π
れ
な
け
れ
ば
な
ら
祖
ε
い
ふ
法
則
、
並
び
に

マ

定
の
生
産
業

に
使
用
せ
ら

る
る
ε
こ
ろ
の
品
質
を
異
に
せ
る
各
種
の
勢
働
相
互
の
間
に
於
て

一
定
の
量
的
比
例
が

の

も

も

あ

た

へ

保
た
れ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
雪

い
ふ
法
則
i

ε
、
ぞ

そ
隆

質
を
同
じ
ε

、
何
れ
も

一
の
技
術
的
祷

ε
し
て
、
如

何
な

る
脛
濟

組
織

の
上

に

も
行

は
れ
得

べ
き
も
の
な

の
で
あ

る
。

例

へ
ば
、
生
産
手
段

の
生
塵

部
門

・し
消
費
資

料

の
生
産

部
門

ご
、

こ
の
両

部
門

に
於
け

る
生
産

物
の
償
値

開
係

は
、
既

に
述

べ
た
や

5
に
、
輩

純
複

生
産

の
行

は

る

N
場
合

に
は
、

,

、

H

9

8
⊥

も

0
0
0
+
=

8
8
∩

口

ω
o
o
o
n

H
(
【
8

0
く
+

H
o
o
o
日

)
⊥
山

H
(
皿
o
O
く
+

U
o
Q
日

)

紛

ξ

い
ふ
比
例
を
裸
花
な
け

れ
ば
な
ら

漁
の
で
あ
る
が

、
こ
れ

は

ロ
ー
ザ
・
ル
ク

セ

ン
ブ

ル
グ

の
既

に
指
摘

し
だ
や
う

に
・
猪

高

。　

暮

景

含

汁。
雪

曇

σ・
。

量

σq
　

沫
・冨
馨

ぎ

園
・同・含

量

。
昌

(
肚
會
的
複

生
産

の
普

遍

的
絶
対
的
の
基
礎

)
で
あ
る
。
何
故
ξ
い
ふ
に
、
総
て
生
産
手
段
は
第

一
の
生
産
部
門
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
る
の

16)Rosa-Luxeml⊃urg,DieAkkumulationde5Kapitals.S,56.
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で
あ
る
が
、
こ
の
生
産
手
段

が

一
生
産
期
間
内
に
生
産
さ
れ
る
分
量
は
、
単
純
な
る
肚
會
的
複
生
産
が
縫
績

さ
れ

て
行
く
限
b
、
そ
れ
は
如
何
な
る
趾
會
組
織
の
下
で
あ
っ
て
も
、
現
に
そ
の
肚
會

に
於
て
使
用
さ
れ
て
る
る
生
産

手
段

が

一
生
産
期
関
内

に
消
耗

さ
れ
て
行
く
だ
け
の
分
量

に
ひ
ご
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
、
も
し
ざ
う
で
な

や

ヨ

や

く

て
、
或

は
よ
り
少

か

っ
た
な
ら
ば

、次

年
度

の
生
産

は
そ
の
規
摸

を
縮
少

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
(
な
り
、
或

は
よ

ヤ

リ
多
か
っ
た
な
ら
ば
、
次
年
度
の
生
産
は
そ
の
規
摸
を
振
張
す

る
か
、
又
は
折
角
生
産
さ
れ
た
生
産
手
段
を
そ
の

ま
～
使
用
せ
す
に
放
棄
す
る
か
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
消
費
資
料
ば
総
て
第
二
の
生
産

部
門
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
る
の
で
め
る
が
、
こ
の
消
費
資
料
の
分
量
も
、
輩
純
な
る
肚
會
的
複
生
産
が
縫
績

さ
れ

て
行
く
た
め
に
は
、
そ
れ
は
如
何
な
る
肚
會
【組
織
の
下
で
あ
っ
て
も
、
現
に
第

一
及
第
二
の
両
部
門
に
於
て
労
働

に
徒
事
し
て
み

る
勢
働
酒
の
生
活
資
料
、
並
び
に
此
等
勢
働
者
以
外
に
存
す

る
非
勢
働
者
の
生
活
資
料
を
、
供
給

す

る
に
足
る
だ
け
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
例

へ
ば
之
を
奴
隷
脛
濟
の
冠
會

に
つ
い
て
考

へ
て
見

て
も
、
そ

の
耐
　會

に
於
て
年

力
生
産

さ
れ
る
こ
こ
ろ
の
生
産
手
段
は
「

輩
純
複
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、一

現
に
そ
の
凱肌
會
に
於
て
生
産
手
段
の
生
産
並
び
に
消
費
資
料
の
生
産

の
た
め
消
耗

さ
れ
て
行
く
生
産
手
段

の
分
量

に
ひ
ε
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

澱
筈
で
あ
b
、
叉
そ
の
計
…會
に
於
て
年
々
生
産
さ
れ
る
ご
こ
ろ
の
消
費
資
料
は
「

同
じ
く
盟
純
複
生
産
の
行
は
る
、
場
合
で
あ
れ
ば
「

奴
隷
(即
ち
勢
働
者
〕並

び
に
奴
隷
の
主
人
(即
ち
非
勢
働

者

)

の
消
費

状
態
を
現
状

の
ま

ン
に
維

持
し

て
行

く

に
足

る
だ
け

の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

阻
害

で
あ

る
。

」

論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
十
四
巻

(第
五
號

二
三
)

七
七
七

.

」

,



論

叢
.

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
関
係

の
鐵
則

第

+
四
巻

(第
五
號

二
四
)

七
七
入

之

を

要

す

る

に

、

ヨ

。
8

⊥

恥
§

+

冒

。
。
。
二

い

ふ

方

式

も

、

ご

。
。
。
⊥

(
・。
§

+

同
。
。
α
B

)
+

口
(
い
。
。
く

+
い
o
o
ヨ
)
.ξ

い
ふ
方
式

も

、
そ
の
根
底

に
横

は

つ
て

み

る
事
實

か
ら

い

へ
ば

、
如

何
な

る
経
済
組
織

の
肚
會

に
も

　

し

た

も

カ

し

コ

當
嵌

ま
る
の
で
あ
る
が
、
だ
だ
資
本
主
義
の
癒
會

に
あ

っ
て
は
、
を
れ
が
資
本
の
償
値
問
題
ど
な

っ
て
現
は
れ
る

ε
い
ふ
特
徴
が
あ
る
だ
け
の
こ
ご
で
あ
る
。
即
ち
生
産
手
段
は
不
漿
資
本

。
ε
し
て
現
は
れ
、
勢
働
者

の
た
め
の

消
費
資
料
は
可
攣
資
本

v

(資
本
家
か
ら
勢
働
者
に
支
佛
は
れ
る
勢
賃
額
)
ε
し
て
現
は
れ
、
資
本
家
の
だ
め
の

消
費
資
料
は
剰
飴
債
値

m
ご
し
て
現
は
れ
る
亡

い
ふ
こ
ε
、
そ
れ
が
資
本
主
義
の
吐
曾
に
於
け
る
特
徴
で
あ
る
だ

け
の
こ
ε
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
て
の
肚
會
組
織
に
通
す
る

『
肚
會
的
複
生
産
の
普
遍
的
絶
対
的
の
基
礎
』
ε
し
て

カ

も

も

も

も

の
観
術
的
搬
伴
が
、
資
本
主
義
の
経
済
組
織
ε

い
ふ
肚
會
的
條
件
に
制
約
せ
ら
れ
て
、
斯
様
な
特
種
の
獲
現
を
し

た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

ぬ

あ

私
が
斯
様

に
考

へ
る
の
み

で
な

く
、

マ
ル
ク

ス
自

身

が
斯
様

に
考

へ
て
る
た

一
ε
私
は
思

ふ
の
で
あ
る
。
物

の

審

鼻

慰

客

勢

暫

附
レ
欝

誌

紅

粉
啓

雰

臭

墨

惣

劉

審

宰

3

い
ボ
蕊

、

ふ
考
、

こ
う

い
ふ
考
を

ぱ
、

マ
ル
ク
ス
は

一
の
『
比

例
的

關
係

の
鐵
則
』
ε
し
て
総
て

の
場
合

に
認

め
て
み
だ
、
ε

私

は
考

へ
る
の
で
あ

る
。

そ
こ
で
私
は
・
そ

の
こ
姦

説

明
す

る
π

め
に
、

踵

を

め
ぐ
ら

し
τ
此

の
論

文

の
鐘

節
を
振

り
返
り
見

る
必

要
を
威
す

る
・

多

・
ス
が
各
種
生
産
業
の
比
例
的
關
係
を
説
明
し
て
み
る
の
は
、
・、資
本
論
』
第

二
巻
の
最
後

の

圃



節

に
於
て
で
あ
る
が

、
吾

々
は
再

び
「
資

本
論
』
の
第

一
巻

に
遡

っ
て
見

る
必

要
が
あ

る
。

そ
こ
に
は
、
既

に
引

用

し
た
や
う

に
、
次

の
如
き
説

明
が
あ
る
。

・

『
…
・:
・:
手

工
的

工
場

工
業

の
全

機
構

は
、

一
定

の
勢
働

時
間
内

に

一
定

の
結

果
が
得
ら

れ
る
ざ

い
ふ
前

提

の

上

に
立

っ
て
み

る
。
斯

か
る
前
提

の
下

に
於
て

の
み

、
互
に
補

充
し
合

ふ

べ
き
種

々
な

る
勢
働

行
程
は
中
断

さ
れ

る
こ
ぜ
な

く
、
室
間

的

に
#

ぴ
合

ひ
、
時

を
同

じ
う

し

て
進
行
す

る

こ
ε
が
出

來

る
。

…
・商

品
の
上

に
費

さ
る

り

》
勢
働
問
時
が
、
そ
の
生
産

の
た
め
肚
會
的
に
必
要
ε
せ
ら
る
、
分
量
以
上
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
の
`
い

も

セ

も

や

し

ち

へ

も

も

ヘ

ヘ

へ

つ

も

も

も

ヵ

し

も

も

も

ふ
法
則
は
、
商
品
生
産

の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
一

吾
々
が
之
を
皮
相
的

に
言
ひ
現
せ
ば
、
個
々
の
生
産
者
は

各
方
商
品
を
其

の
市
場
償
格
で
費
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
、
一

そ
れ
は
.疲

に

(・σ
聾

　
巳

蜘跳
騨

コ

も

も

あ

　

へ

り

た

め

コ

も

も

あ

も

へ

し

も

ヘ

ロ

も

.
の
外
部
的
張
制
に
よ
っ
て
行
は
る
玉
が
如
く
見
え
る
、
之
に
反
し
、
手
工
的
工
場
工
業

(
の
内
部
)
に
あ

っ
て

は
、

一
定

の
勢
働
聴
聞
内

に

一
定
分
量
の
生
産
物
を
提
供
す
る
ご
い
ふ
こ
ε
が
、
璽
産
仔
程
む
げ
ゼ
分
、＼
ぼ
飼

う

ヵ

で

ぬ

ヤ

リ

的
法
則

ε
な
る
の
で
あ

る
o
累

匹

で

も

ヤ

も

を

も

や

ら

『
工
場
内
の
分
業
」
が
行
は
る
N
場
合
に
は

「
一
定

の
勢
働
時
間
内
に

一
定
分
量
の
生
産
物
を
提
供
す

る
ざ
い
ふ

も

も

も

こ
ご
』

が

≒
生
産
行
程

そ

の
も

の
Σ
技
術
的

法
則
』

ξ
な

る
の

で
め

る
。

し
か

る
に
同
じ

分
業

で
も
、
資
本

主
義

の
肚

曾

に
行

は
れ

る
「
肚
會
内

の
分
業
」

に
な

っ
て
く
.る

ε
、
部

分
勢
働
者

肩
Φ
」
母
び
卑
9

帥
ち
祉
曾

的
労
働
を

も

へ

分
捲

せ
る
勢

働
者

)
の
生
産
す

る
生
産

物
が
商
品

`
な

っ
て
現
は
れ

る
。

さ
う

し

て
此
等

「
商
品
生
産

の
場

合
に

論

叢

マ
ル
〃
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
十
四
巻

(第
五
號

二
五
)

七
七
九

可

.



邑

・

論

叢

マ
ル
ク
あ

比
例
翻

係
の
鐵
則

第
+
四
巻

(第
五
號

二
六
)

七
人
O

ヤ

も

も

ヤ

も

へ

ら

も

あ

っ
て
は
』
、
之
を
「
風
凪
魯

〔量

コ
蔓

9

に
見
る
ε
、
『
一
定
の
勢
働
時
間
四

三

定
分
量
の
生
産

物

を

提

ヤ

へ

も

供
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
鳳
ξ
い
ふ
こ
ご
が
、
セ
だ

「
競
争

の
外
部
的
強
制
に
よ
っ
て
行
は
る
エ
が

如
く
見
え
る
」

の
で
、
そ
れ
は
「
生
産
行
程
そ
の
も
の
》
技
術
的
法
則
』

ξ
し
て
で
は
な

い
や
う
に
思
は
れ
る
。
何
故
斯
様

な
差
が

生
す

る
か
P

そ
れ
は
『
工
場
内
の
分
業
」
が
行
は
る
る
場
合
に
は
、
部
分
勢
働
者
の
上
に
企
業
圭
だ
る
資
本
家
の

∪
羅

二
.
(専

制

)が
行

は
れ

る
け
讐

・
も
、
分
業
が
、「
肚
會

内

の
分
業
』
で
あ

る
場

倉

は
、
生
産
界

の

諺
昌
㊤
.。窪
.

(無
政
府
瓶
態
)
の
た
め
、
部
分
勢
働
者
の
問

に
意
識
的
、
計
書
的
の
統

一
及
び
聯
絡
が
樹
立
さ
れ
得
な

い
ε

い
ふ

こ
ε
が
、
資
本
主
義
泄
曾

の
特
徴
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
關
し

マ
ル
ク
ス
は
、
私
が
先
き

に
引
用
し
魂
同
じ

章
の
第
四
節

『
手
工
的
工
場
工
.業
内

の
分
業
ε
砒
骨
内
の
分
業
』
に
於
て
、
更

に
次
の
如
く
述

べ
て
を
る
。

う

も

も

で

へ

も

み

へ

も

も

し

ロ

『
手

工
的

工
場
工
業

に
於

て

は

埋

例
散
文

は
比
例

的
關

係
の
鐵
則

雀
霧

9
①
筥
Φ
O
.の①
け.
自
。
.
く
。.一一律

=一・。、.営
団

。
α
2

中
名
。
乱
。
轟
津
騨
)

が

一
定

の
勢
働

者
敷

を

一
定

の
機
能

の
下

に
羅
激
す

る
の
だ
が
、
.之

ε
異
b
商

品
生

産
者
及
び
舞

の
生
産
手
段

が
種
々
な
る
肚
會
的
勢
働
部
門
の
間
雰

配
せ
ら
れ
・
に

つ
い
て
は
、
偶
然

姦

響

が
そ
の
勢
蓮

う
す
る
。
勿
論
種
・
な
る
生
産
の
領
域

(
窪

即
叶・・昌
、・憲

..一、Y
は
曼

華

衡
を
保
た

へ

ヘ

ヤ

ヤ

う
こ
し
て
み
る
、
そ
れ
は

一
方
に
於
て
は
、
昏

々
の
商
品
生
産
者
は
使
用
償
値
を
生
産

し
、
從
て
特
殊

の
肚
會

ヤ

で

へ

的
慾
望
を
充

さ
な
け
れ
ば

な
ら

阻
の
だ
が
、

し
か

も
此

等
欲
望

の
範
園

は
量

的
に
相
違

し
て
居

り
、、
さ
う

し
て

ヤ

も

も

も

も

ヘ

一
の
内
在
的
の
紐
が
種

々
な

る
重

量
を

一
の
自
然
生
の
系
統

に
結
び

つ
け
て
み
る
か
ら
で
あ
b
、
又
他
方
に

17)DasKapital,Bd.1,S.320,3zし

巨

咽



ロ

ぬ

や

も

於
て
は
、
商
品

の
僧
位

法
則
が
働

い
て
み
て
、
社

倉
が

そ
の
庭

分

し
得

る
全
勢
働

時
間

の
幾

分
宛
を
特
殊

な

る

各
種

類

の
商
品

の
生
産

に
費

し
得

る
か
を

決
定
す

る
か
ら

で
め
る
。

け
れ
ざ
も
種

々
な
る
生
産

領
域

が
李

衡
を

保

だ
う

ε
し
て
み

る
此

等
不
断

の
傾
向

は
、
た
だ

此
等
李
衡

の
不
断

の
中

止

に
封
ず

る
反
動

こ
し

て
の
み
行

は

れ
る
。

工
場
内

の
分
業

に
あ

っ
て
は
、

ア
プ

リ
ォ

リ

ー
に
且

つ
計
謁

的

に
守
ら

れ

る
規
則
が
、
肚

會
内

の
分
業

に
あ

っ
て
は
、
内

部
的

な
、
無
言

な
、
市
場

慣
櫨

の

バ
ロ
メ
タ
ー
に
於
て
認
識

さ
れ
得

る
ご

こ
ろ
の
、

さ
う

し

て
商
品
生
産
者

の
無

規
則
な
氣
儘
を
制
御
す

る
ε

こ
ろ

の
、
自
然

的
必
然
性

(名
簿
二∋
。
箸
Φ口
象
要
簿

)
ε
し
て
、

.

π
だ

ア
ボ

ス
テ
リ
オ
リ

ー
に
働

く
」
。

コ

も

も

コ

物
の
生
産

に
充
用
せ
ら
る
㌧
労
働
に
聞
し
質
的
分
岐
が
起
れ
ば
、
必
ず
之
に
伴
う
て
其
筈
品
質
を
異
に
せ
る
各

つ

マ

マ

も

種
勢
働
の
間

に
於
て

「
定
の
量
的
化
例
を
保

つ
こ
ご
が
必
要
に
な
る
。

こ
れ
は

一
の
技
術
的
法
則
で
あ

る
。

だ
か

ら
資
本
の

『
羅
針
的
専
制
』

の
行
は
れ
る

一
企
業
内
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
法
則
が

『
ア
ブ
リ
オ
ソ
ー
に
且
つ
計
商

的
に
守
ら
れ
る
。
」
そ
れ
が
場
合
に
よ
b
無
幌

さ
れ
る
こ
ε
が
あ
る
の
.は
、
『
生
産
行
程
に
關
す
る

一
般
の
化
學
的

及
び
物
理
的
諸
候
件
」
が
十
分
に
知
ら
れ
て
み
な
い
だ
め
に
、
無
意
識
的
に
行
は
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
ご
こ
ろ
が

肚
會
内

に
於
け
る
各
企
業
は
互
に
対
立
し
て
み
て
全
く
「
無
政
府
」
の
状
態
に
あ
る
。
各
種
生
産
部
門
の
間
に

『
商

品
生
産
者
及
び
彼
等

の
生
産
手
段
』
が
分
配
さ
れ
る
の
は
、
全
く

「
偶
然
ε
気
無
」

の
結
果
に
過
ぎ
な

い
や
う
に

見
え
る
。
け
れ
こ
も
肚
曾
の
複
生
産
が
圓
滑
…に
行
は
れ
て
行
く

花
め
に
は
、1

恰
も

一
工
場
内
に
於
て

『
一
定
の

酵
働
時
間
内

に

一
定

分
量
の
生
塵
物
を
提
供
す

る
ε
い
ふ
戸」
ご
』
が

『
生
産
行
程
そ
の
も
の
Σ
技
術
的
法
則
」
で
あ

る
が
如
く
に
、
1

各
種
の
生
産
部
門
に
於
て

一
定
比
例
量

の
生
産
物
を
生
産
す

る
こ
ε
が
、
複
生
産
行
程
そ
の

論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第

†
四
巻

(第
五
號

二
世
)

七
八

一



論

叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
關
係
の
鐵
則

第
†
四
巻

(第
五
號

二
八
)

七
入
二

も

の

、
技

術
的
法
則

ε
な
ら

ざ

る
を
得

ぬ
の
で
あ
る
。

た
だ

こ
の
場
合

は
、
各
種

の
生
産
業

が
「
無

政
府
」
歌
態

の

下

に
あ

っ
て
、
意
識
的
計
豊

に
よ
り
統

一
さ
れ

て
る

な

い
か
ら
、
そ
れ
ら
生
産
業

の
間

に
於

て
量
的
比
例

を
維
持

す

る
こ
ご
は
、
「
此
等
李

衡

の
不
断

の
中
止

に
封
ず

る
反
動

ご
し
て

の
み
行

は
れ

る
』
。

そ
れ
は
個
人

の
意
識
的

計

叢

に
本

つ
く

こ
ざ
な
く
、
た
だ

『
自
然
的
必
然
」

ご

し

て
行

は
る

》
に
過
ぎ
な

い
。

し
か
ら
ば

何
故
斯
様
な

こ
ピ

が
自
然
的
必
然

ご
な

る
か
ざ

い

へ
ば
、

一
に
は
技
術

的
事
情

に
本

づ
き
、

二

に
は
祉
會

的
事
情

に
水

つ
く
。
総

て

の
場
合

に
通
す

る
技
術
上

の
必
要

は
、
同

じ
ゃ
う

に

こ

の
場

合

に
も
働

い
て

み
る
が

、
只

そ
の
上

に
、

こ
の
場

合

に
は
、
肚
會
的

事
情

が
附
け

加
は

つ
て

み
る
の
で
あ

る
。
『
各

々
の
商
品
生
産
者

は
使
用

償
値
を
生
産

し
」
な
け
れ

ば
な
ら

ぬ
の
だ

が
、

各

種

の
使
用
償
値

に
封
ず

る
肚

會

の

『
欲
望

の
範
囲

は
量
的

に
相
違

し
て
居
り
」
、

そ
れ
ら

も

ヘ

へ

種

々
な

る
欲

望
量
が

『
一
の
自

然
生

の
系
統

に
結

び

つ
け
』
、
ら
れ

て
る
る

ご
い
ふ
こ
ざ
、

そ
れ
が
各

種
生
産

業

の

ヤ

へ

あ

問
に

一
定
の
量
的
比
例
が
維
持

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
こ

い
ふ
こ
ご
の
技
術
的
事
情
で
あ
る
、
さ
う
し
て
此
の
技

術
的
必
要
が
資
本
主
義
の
肚
會
に
於
て

一
の

『
自
然
的
必
然
」
ご
し
て
守
ら
れ
て
行
く
の
は
、
『
商
品
の
償
値
法
則
」

ヘ

へ

も

ε
い
ふ
肚
會
的
法
則
の
結
果
で
あ
る
。
斯
様
に
し
て
総
て
の
肚
會
組
織
に
通
す
る

『肚
會
的
複
生
産

の
普
遍
的
統

マ

ヘ

ヤ

ヤ

も

へ

射
的

の
基
礎
」
こ
し
て
の
技
術
的
條
件
が
、
資
本
主
義
の
経
済
組
織
こ
い
ふ
肚
會
的
條
件
に
制
約

せ
ら
れ
て
、
各

あ

あ

エ

ヤ

ヘ

や

あ

種
生
産
業
の
問

に
於
け
る
資
本

の
慣
値
開
係
ε
な

っ
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
僧
位
關
係
の
成
立
に
黝
し
て

技
術
的
必
要
が
そ
の
根
撮
を
提
供
し
て
み
る
ξ
云
ふ
畢
實
を
看
過
す

る
こ
`
は
、

マ
ル
ク
ス
の
各
種
生
産
業
の
比

例
的
關
係
の
理
論
を
正
賞

に
理
解
す
る
た
め
に
、
根
本
の
妨
げ
を
な
す
。
私
の
こ
の
論
喪
は
、
π
だ
そ
の
事
を
指

摘
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

〆

嘲


